
週刊 避難者応援情報紙

皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。
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第１１回少年の主張南相馬市大会が、７月11日(火)原町第

三中学校体育館を会場に開催されました。

２ページをご覧ください。



被災自治体News

第11回少年の主張南相馬市大会を開催しました

8月21日HP更新

「第１１回少年の主張南相馬市大会」が、７月１１日（火）原町第三中学校体育館を会場に開催さ

れました。

市内の６中学校から選ばれた１２人の中学生が、日常生活を通じて体験した学校や家庭での出

来事、友達との関わりなどについて、自分の思いや考えを心から訴え、会場に訪れた大勢の方々

に大きな感動と深い感銘を与えました。

また、発表終了後には原町第三中学校吹奏楽部による演奏が行われ、会場の皆さんを楽しま

せていました。

問い合わせ 健康福祉部 男女共同こども課 0244-24-5215TEL

南相馬市からのお知らせ
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被災自治体News

南相馬みらい創造塾
8月5日 小高区内

市長が塾長を務める南相馬みらい創造塾が、小高区を会場に開かれました。

高校生たちが気軽に集まれる場所をつくろうと、市内の若者を中心に製作したキッチンカー

「Odaka Micro Stand Bar」、略称「OMSB（おむすび）」を見学したあと、OMSBの運営

にも携わる森山貴士さんを講師に迎え、企画・立案についての理解を深めました。

モトクロス世界大会出場結果報告
8月3日 市役所

エストニアで開かれたモトクロスの世界大会に出場した石神第二小学校5年生の坂田大和君か

ら結果の報告をいただきました。

坂田君は、54台中16位で予選を通過し、40台で競った決勝で総合31位に入りました。市

長は「遠い国で世界を相手に戦ってきただけでもすごいこと。無事に帰ってきて良かった」と

ねぎらい、今後の活躍にも期待を寄せました。

表敬訪問 ペンドルトン市派遣団
8月2日 市役所

市と姉妹都市を締結しているアメリカ合衆国ペンドルトン市

への派遣交流事業に参加する高校生6人が、出発を前に市役所

を訪れました。

市長は「震災と原発事故を乗り越えて今の南相馬があること

を伝えてきてほしい」と激励しました。
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被災自治体News

小高区の清掃奉仕作業 7月22日 小高区内

目前に迫った相馬野馬追を前に、市職員の有志や地元住民ら約100人とともに小高区内の草

刈りをしました。

表敬訪問 ペンドルトン市訪問団 7月18日 市役所

浜通り×さんじょうライフvol.3214

姉妹都市・アメリカ合衆国オレゴン州ペンドルトン市から、

高校生ら8人が南相馬市を訪れています。

市長は英語で「昨年にペンドルトン市を訪れた際、美しいま

ちでとてもいい時間を過ごした。今度は皆さんが南相馬の滞在

を楽しんでほしい」と歓迎のあいさつを述べました。

わんぱく相撲全国大会出場報告 7月19日 市役所

わんぱく相撲全国大会に初出場することになった原町第二小

学校6年生の鴫原泰二君から、大会を前に出場の報告をいただ

きました。相馬農業高校相撲部で高校生に交じって稽古に励ん

でいる様子を聞いた市長は「日ごろの練習の成果を発揮してほ

しい。全国での活躍を期待している」と激励しました。

全国大会は7月30日、東京・両国国技館で開催されます。

原町区市政懇談会 7月20日 原町生涯学習センター

原町区区長連絡協議会主催による市政懇談会開催され、行政

区長の皆さんと地域の課題などについて懇談しました。



被災自治体News

農業機械先進技術実演会 7月13日 原町区上渋佐地内

農機具販売などを手掛ける「クボタ」の開発した自動で走行できるトラクターの実演会が、

原町区上渋佐地区のほ場で開かれました。

同社が、農業者向けに農地

で実演するのは全国で初めて

で、ロボット技術を活用した

まちづくりに取り組む本市が

会場に選ばれました。

自治体スクラム支援会議 7月14日 新潟県小千谷市

第11回自治体スクラム支援会議が小千谷市で開催されました。

自治体スクラム支援会議とは、震災以前から南相馬市と災害時相互援助協定を締結していた

杉並区が、被災した本市への迅速な支援を実現するための仕組みづくりとして構築したもので、

北海道名寄市、福島県北塩原村、群馬県東吾妻町、東京都杉並区・青梅市、静岡県南伊豆町、

山梨県忍野村が加盟しています。

市長は、本市の現状について報告するとともに、これまでの支援に感謝し今後の職員派遣の

継続などについてお願いしま

した。

また、会議終了後には、中

越地震で大きな被害を受けな

がらも復興を遂げた現在のま

ちの様子を視察しました。

報徳のまちづくり講演会 7月11日 原町生涯学習センター

市と原町青年会議所主催による「報徳のまちづくり講演会」

が開催されました。

講師の二宮金次郎（尊徳）の七代目子孫にあたる中桐万里子

さんを講師に招き、「新たな一歩を踏み出そう ～二宮尊徳の

実践から学ぶ～」と題した講演をいただきました。
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被災自治体News

自動走行に関する勉強会 7月10日 浮舟文化会館
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小高区で計画する自動走行による無人バスの実証実験に向け

た勉強会を開き、市長は「小高区の高齢化率が高まる中、

『足』の確保が何より重要だ」とあいさつしました。

勉強会には、市や国、県、地元関係者、バス事業者をはじめ

浪江町の担当者らが参加し、今後も定期的に開催する予定です。

今週の番組(60分) ※パソコン視聴

1.オープニング&今週の番組 [2分]

2.平成29年度相馬野馬追 決戦の刻来る！雲雀ヶ原 [30分]

3.４区こども夏祭り [10分]

4.波乗り体操 [7分]

5.南相馬見聞録 曹洞宗同慶寺 [5分]

6.第30回野馬追の里健康マラソン記念大会 参加者募集のお知らせ [4分]

7.リクエストアワーのお知らせ [2分]

番組内容[8/23～8/30]

0244-26-5663

（平日のみ 午前9時～午後5時）



被災自治体News

浪江町立小・中学校開校に向けての意向調査の結果について

8月22日HP更新

浪江町からのお知らせ

６月に実施した「浪江町立小・中学校開校に向けての意向調査」の結果についてお知らせしま

す。

教育委員会としては、この結果を、浪江町と町民の皆さまが置かれた大変厳しい状況を反映し

たものと捉えています。

一方で、この厳しい状況の中でも、「通学を考えている」・「検討中である」とする回答をいただい

ていますので、このことを大切にしたいと考えてもいます。

今後も、浪江町立小・中学校について、町民・町外の方を問わず、通学を検討している方々か

らの相談をお受けしますので、ご連絡ください。

意向調査概要

対象世帯 ７９５世帯

（浪江町に住民票があり、平成３０年度新入学児童から中学２年生がいる世帯）

回答世帯 ２７１世帯

回答率 ３４．１％

意向調査結果

町内再開校への通学意向

通学させる考えがある・現在はわからないが検討中である ４．１％

現在のところ通学させる考えがない ９５．２％

現在のところ二本松校に在籍を継続または転入学を検討中である ０．７％

特に知りたい情報

問い合わせ 教育委員会事務局 0243-62-0301TEL
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被災自治体News

町内居住者を対象とした避難訓練を実施します

8月21日HP更新
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問い合わせ 総務課 防災安全係 0240-34-0229TEL

訓練の内容

洪水がおこった場合を想定した避難訓練です。

避難所まで歩いてみて、実際の避難ルートを確認します。

徒歩での避難が難しい方は、車で避難しても大丈夫です。

避難後は避難所の使い方やルールなどを確認します。

昼食（災害食）を準備しています。

日時

８月２８日（月）

午前９時～午後１時頃

会場

避難訓練 幾世橋小学校・浪江中学校

講話昼食 浪江町地域スポーツセンター

訓練の流れ

1. 午前９時に防災無線による放送（避難開始）

2. 幾世橋小学校または浪江中学校へ避難

3. 学校の避難所としての利用方法を検討

4. 地域スポーツセンターへ移動

5. 展示パネルの見学

6. 東京大学関谷教授の講話

7. 昼食（災害食）

その他

準備の都合上、参加には事前の申し込みが必要です。

当日一時帰宅する予定の方は、
避難訓練の防災無線放送があることを

ご承知おきください。



被災自治体News

借上げ住宅・応急仮設住宅にお住いの皆様へ

8月16日HP更新

このたび、借上げ住宅の不適正利用者に対して福島県から損害賠償請求が行われる事案が発

生しました。

現在、双葉町から避難された皆様が入居されている、借上げ住宅を含む応急仮設住宅などに

つきましても、福島県および関係市町村において入居状況確認が行われています。

今後も生活実態がないなど不適正利用と思われる場合は、現地調査や今後同様の損害賠償

請求などが行われる場合があります。

すでに恒久的な住宅を確保していながらも借上げ住宅や応急仮設住宅を重複して利用してい

る場合には、すみやかに退去手続きをお願いします。

また、申請者（契約者）以外への転貸など不適正利用が発覚した場合には利用期間をさかのぼ

り、損害賠償請求や告訴されるなどの法的手続きが行われる場合がありますので法律の趣旨に

ついてご理解いただき適正な利用をお願いします。

※ 借上げ住宅や応急仮設住宅などは災害救助法に基づいて一時的に居住の安定を図ることを

目的としており、住宅再建や復興公営住宅など恒久的な住宅を確保した場合にはすみやか

に返還しなくてはなりません。

問い合わせ 生活支援課 0246-84-5200TEL

双葉町からのお知らせ
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被災自治体News

曲田第２団地（集合住宅）の募集について

8月22日HP更新
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富岡町からのお知らせ

【募集住宅】

単身の方も申し込みできる住宅です。



被災自治体News

震災で被災された家屋の所有者の皆さまへお願い

8月18日HP更新

郡山市からのお知らせ

問い合わせ 税務部 資産税課 024-924-2091TEL

本市は、震災で半壊以上の判定を受けた家屋の固定資産税（都市計画税）を、平成２４年度か

ら被災程度に応じて軽減していますが、震災から６年が経過し、被災された家屋の修繕が進んで

きたことから、国の通知などに基づき、被災された家屋の修繕状況を調査します。

調査対象は次の判定を受けた家屋です（イラストはイメージです）

全壊 大規模半壊

半壊

手続きについて

1 調査対象家屋の所有者の皆さまへ、調査票をお送りします（８月１８日発送）。

2 調査票に同封されている記入例によりご記入いただき、同封の返信用封筒でご返送ください

（９月８日締切）。

※写真や罹(り)災証明書などは必要ありません。

3 この調査後、市において家屋の評価額を見直します。
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三条市News

●期 間 ９月４日（月）～８日（金）

●時 間 午前８時３０分～午後５時３０分

●場 所 三条市選挙管理委員会事務局 （三条市役所三条庁舎３階）

手続方法

①投票用紙一式を請求する。
いわき市選挙管理委員会から届いた「不在者投票請求書兼宣誓書」に必要事項を記入し、返信

用封筒に入れて郵送してください。

②投票用紙一式を受け取る。
いわき市選挙管理委員会から「投票用紙、投票用封筒

（内封筒と外封筒）、不在者投票証明書」が郵送されます。

③三条市選挙管理委員会で投票する。
受け取った封筒一式を持参して投票してください。

いわき市の投票所(期日前投票所を含む)で投票する方は、請求しないように注意願い
ます。
請求してからは、いわき市の投票所で投票することができなくなる場合があります。

投票済みの用紙を郵送する必要があるため、
余裕を持って早めの投票をお願いします。

証明書の開封や投票用紙への事前記入は
絶対にしないでください。

投票ができなくなります。

問い合わせ 三条市選挙管理委員会事務局 0256-34-5594（直通）

９月３日（日）告示 ９月１０日（日）投開票

TEL

三条市役所三条庁舎

正面玄関

・正面玄関のエレベーターを
ご利用ください。

・３階で降りて左側へ進んで
ください。行政課内にあり
ます。

不
在
者
投
票
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交流ルームひばり通信

土

問い合わせ・申し込み
交流ルーム「ひばり」

TEL ０２５６-３３-８６５０

６月に引き続き、今年２回目の一時帰宅支援バスの運行が決定しました。

昨年７月12日に南相馬市の帰還困難区域以外の避難指示が解除され１年が経過しました

が、帰還した人の数は2,000人程度にとどまっています。

解除をうけ、帰還に向けてさらに具体的準備を進めなければなりません。しかし、避難生

活の長期化に伴い、人の住まない家とその周辺は加速的に荒廃し続けています。

このような現状の中で、少しでも我が家を片付け、家周りの伸びた雑草と樹木を刈るなど

して、帰還に向けた活気を高めるために、一時帰宅をしませんか。

今回(通算10回目)も、新潟県内のボランティア、三条市役所職員、三条市社会福祉協議

会職員、ひばりボランティアが同行しての一時帰宅です。

ボランティアにお願いして、家の片付けなどをお考えの方は、ひばりでボランティア依頼

のお手伝いをいたしますので、参加申し込みの際にお申し出ください。

また、ご意見・ご要望がありましたらお寄せください。

日 時 １０月７日

※詳しい日程は後日お知らせします。

集合場所 三条市総合福祉センター

応募締切 9月1日(金) 正午

８月２１日
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市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています。

南相馬市 0244-24-5232

双葉町:双葉町役場いわき事務所

（いわき市東田町2-19-4）

浪江町 0240-34-2111

双葉町 0246-84-5200

富岡町 0120-33-6466

いわき市 0246-25-0500

郡山市 024-924-2491

被災自治体 問い合わせ先一覧

原町区

小高区

6630南相馬市 計

45

4

1

1

3

6

5

25

世帯数

104

10

5

1

6

16

8

58

人数市町村名

浪江町

双葉町

富岡町

いわき市

郡山市

合 計

三条市に避難している
世帯数と人数(2017.8.23現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511

問い合わせ 0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[開館時間] 午前9時30分～午後3時

TEL

E-mail
交流ルーム ひばり（総合福祉センター内）

交流ルームひばり通信

８月・９月の『ひばり』

茶話会

茶話会

ひばり休み

ひばり休み
浜通り配布

８月２４日

９日８日７日６日５日４日３日

ひばり休み

一時帰宅
申込締切ひばり休み

浜通り配布
ひばり休み

２日９月１日３１日３０日２９日２８日２７日

２６日２５日
★版画教室 第2・4水曜日午前１０時～正午
★茶話会＆簡単な手芸教室

第1・3・5水曜日午前10時～午後２時

気軽に参加ください。

土金木水火月日

浜通り×さんじょうライフvol.32114


